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 緑多き５月が過ぎようとしています。若葉から青葉は春夏秋冬の中でも、

私たちにすがすがしさを与え、さわやかな思いにしてくれる好季節です。 

大型連休が明け、授業をはじめ委員会活動や部活動、学校行事等、様々

な教育活動が進められています。保護者の皆様には、引き続きご支援とご

協力をお願いいたします。 

東日本大震災で被害を受けた正門の大谷石塀が、より耐震性の高い正門

になりました。 

   

 ７日、生徒会主催による生徒総会が行われました。生徒会の本部役員が

中心となって念入りに準備が進められ、今年度の生徒会方針案が全校生に

提案されました。さらに、各専門委員会の年間活動計画や昨年度の決算報

告、今年度の予算案について審議が行われました。議案発表を担当した生

徒たちは堂々とした真摯な態度で臨み、聞き手の生徒たちも協力的で、全

体として厳粛かつ和やかな生徒総会になりました。議決された内容につい

ては、生徒全員で力を合わせて、大きな成果があがることを期待しています。また、生徒総会終了後、今年

度の「上中人権宣言」が発表されました。上河内中学校はいじめを許さず、一人一人の個性が生きる学校を

目指しています。 

 

 ２１日、全校生徒による金環日食の観測会を実施しました。天候が心配

されましたが、当日の朝は雲ひとつなく、国内では沖縄で見られて以来 

２５年ぶりに金環日食を見ることができました。７時３４分には太陽の中

心部分が月に隠されリング状になった太陽が現れ、世紀の天体ショーに生

徒たちは感動していました。次回の金環日食は、１８年後に北海道で、栃

木県では３７４年後に観測することができるそうです。 

  

２８日、「職員室より出火」を想定し、職員・全校生徒で避難訓練を行いました。今回の目標は、「自ら安全

を図り短時間で避難する態度を身につける」です。訓練開始前に雷雨となり、校庭への避難から体育館に変

更して実施しました。避難開始の合図から、避難場所に全員が集合するまでのタイムは、３分２５秒でした。

迅速で落ち着いた行動がとれました。生徒たちの取り組む真剣な姿勢が、いざというときには必ず役立つこ

とと思います。次回は、１０月に地震を想定した避難訓練を予定しています。 

 

学校だより  け や き 



 

今年度、本校では運動部と文化部あわせて１０の部活動があり、生徒たちが熱心に活動しています。 

 

（*は常設の部活動ではありませんが、中体連の大会に上河内中学校として参加しています。） 

１７日から２０日まで、今年度最初の大会となる宇河地区春季体育大

会が開催されました。本校生徒は全力を尽くし、それぞれの種目で熱戦

を繰り広げました。大会の結果は以下のとおりです。 

 

 

 

２５日には、４年に１度の総合訪問が実施され、宇都宮市教育委員会か

ら水越教育長様はじめ、約３０名の指導主事等が来校しました。学校の

管理運営や教育課程の実施状況、教員の学習指導等について、様々な視

点から指導、助言をいただきました。公開授業の後、各教科部会に分か

れ、指導主事を交えて教師の授業力向上や生徒の学力向上について話し

合いが行われました。 

 
 

 ５日(火) 第１回児童生徒指導強化連絡会 

 ６日(水) 全校朝会（表彰） 

 ７日(木) ３年修学旅行（～９日） 

 ８日(金) 小中一貫教育乗り入れ授業 

１０日(日) 市Ｐ連ソフトボール大会 

１２日(火) ２年保護者会 

１３日(水) １学期中間テスト（～１４日） 

１５日(金) 宇河中教研教科外部会 

１８日(月) 小中合同あいさつ運動 

２０日(水) 登校指導 

２１日(木) 運動会予行 

２３日(土) 運動会 

２８日(木) 薬物乱用防止教室 

２９日(金) 読み聞かせ・ブックトーク 

 


